
 

 

 

 

 

 

１．はじめに  

 上川管内校長会は，上川支庁管内のうち，旭川市を除

く３市 17 町２村の公立小中学校９８名で組織されてい

る。旭川市小学校長会・旭川市中学校長会とは，研究活

動をはじめ組織活動全体を通して密接な連携を保ちなが

ら，上川教育の継承と前進に努めている。 

 

２．研究の方針と推進の重点 

(1)方 針 

  ①学校経営及び教育活動の交流を通して，豊かな人間性を育てる教育課程の編成に努める

とともに，市町村及び地区ごとの研修を一層活性化し，その交流を図りながら成果を管

内的に積み上げ集約していく。 

  ②道小研究大会・全連小研究協議会及び道中研究大会・全日中研究協議会への積極的な参

加を図り，その成果を管内教育の深化充実に生かすように努める。 

 

３．研究主題 

(1)基本主題（平成 28 年度策定３か年継続研究） 

「社会を生き抜く力を身に付け 未来を切り拓く児童生徒を育てる学校教育の創造」 

(2)研究主題及び小主題 

  ①研究主題Ⅰ「創意と活力に満ちた学校経営の推進」 

   ・小主題１「学校経営ビジョンの実現と活力ある学校経営」 

・小主題２「教育改革を進める学校づくりと評価を生かした学校経営」 

②研究主題Ⅱ「しなやかな知性と豊かな人間性を育む教育課程の創造」 

・小主題１「確かな学力の向上を目指す教育」 

    ・小主題２「豊かな心や新たな社会形成能力を育てる教育」 

   ・小主題３「健やかな体やたくましい心身を育てる教育」 

    ・小主題４「今日的な教育課題に対応する教育」 

 

４．研究推進と事業計画 

 (1)研修組織と運営に関すること（管内・地区組織及び運営と連絡調整） 

 (2)道小研究大会・全連小研究協議会及び道中研究大会・全日中研究協議会に関すること 

(3)会員の研修に関すること（上川管内公立小・中学校長教育研究大会の開催，各地区研究会

の開催，今日的な課題に関する研修会） 

(4)研修資料の収集・提供に関すること 

(5)研究のまとめ「啐啄」の編集と発行に関すること 

 

５．研修活動の実際 

(1)全連小各種委員会調査への協力 

上川の研究活動 
          

        地区研修部長  南富良野町立南富良野西小学校 

                          校長  北 島   信 



(2)上川管内校長会地区別研修会の開催(主幹校長会はローテーション) 

・南部地区 ７月 26 日(火) (会場:富良野市) ・中部地区 ７月 28 日(木)(会場:鷹栖町) 

・北部地区 ７月 27 日(水) (会場:和寒町) 

(3)上川管内公立小・中学校長教育研究大会 

   ①主 催 旭川市中学校長会（主管） 旭川市小学校長会 上川管内校長会 

   ②期 日 平成 28 年８月３日（水） 

③会 場  旭川市大雪クリスタルホール 旭川市神楽公民館 

④講  演 北海道立旭川美術館 館長 菅沼  肇 氏 

⑤分科会 ６分科会（小学校４分科会，中学校２分科会） 

(4) 第 59 回北海道小学校長会教育研究大会小樽大会への参加 

   ①期 日 ９月９日(金)～10 日(土) 

   ②会 場 小樽市(小樽市民会館，小樽市公会堂 他) 

     ③参加者 37 名  

(5) 第 68 回全連小研究協議会高知大会への参加 

   ①期 日 10 月 27 日(木)～28 日(金) 

   ②会 場 高知市 

③第 1 分科会において，名寄市立風連中央小学校 堀江 充校長が研究発表。 

④参加者 ７名 全国の小学校経営の情報を交流し，充実した研修となった。 

  (6) 第 58 回道中研究大会上川・旭川大会の開催 

    ①期 日 ９月 30 日(金)～10 月１日(土) 

   ②会 場 旭川市(アートホテル旭川) 

     ③参加者  中学校 38 名，小学校 12 名 

④主題「豊かな人間性と未来を生きる確かな学びの力を育てる中学校教育」のもと，大

会主管校長会として，小学校長も含めた実行委員会を編成し，大会の運営に当たった。 

  (7) 第 67 回全日中研究協議会宮城大会への参加 

①期 日 10 月 20 日(木)～21 日(金) 

②会 場 仙台市 

③参加者 ６名 全国各中学校の学校経営について情報が交流された。 

 (8) 今日的な課題に関する研修会の開催 

①期 日 平成 28 年７月 25 日（月）  

②会 場 上川合同庁舎 

③内 容 「コミュニティ・スクール研修会」   

④参加者 49 名参加 

     ⑤昨年度に続き，「コミュニティ・スクール研修会」を今日的な課題の研修として位置付

け，会員に参加を呼びかけた。今年度の上川管内の状況は，各市町村ともＣＳの導入に

向けて，積極的な動きを見せている。 

 

６．本年度の成果と課題 

 (1)今年度は「愛情と信頼」「研鑚と結束」の下，各種の研修会を実施することができた。

また，各種大会には会員の積極的な参加を得ることができた。 

(2)上川管内公立小・中学校長教育研究大会は，今年度，第 10 次３年計画の１年次目として

実施された。来年度は上川管内校長会が主管となる準備等については事務局と連携し，万

全を期して取り組みたい。 

  (3)地区別研修会については，各地区とも円滑に運営がなされ有意義な内容であった。 


